
学生生活課

2023年度 日本学生支援機構貸与奨学金
返還及び貸与終了時における手続きについて



郵送による交付物について

■返還確認票

自分の名前が記載されていますか？

■返還のてびき【ダイジェスト版】（一冊）

リレー口座加入用紙（3枚複写）

が挟み込まれています。

■「返還手続きについて」（大学作成）
■大学院生で第一種奨学生の場合

・業績優秀者返還免除申請のご案内

・業績優秀者返還免除事前登録書
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返還確認票の内容確認
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住所や氏名などに

訂正・変更がある場合
↓

スカラネットパーソナルにて

“卒業後”変更可能

●印字されている内容に間違いはありませんか？



既に登録されている方は、そのままのユーザー
ID、パスワードで今後も使っていただけます。

「返還のてびき（全体版） P.40」参照

→個人の登録内容や、奨学金返還状況

を、ご自身で確認できます。

また、繰上返還の申込や、転居等の

届出もできます。

スカラネット・パーソナルへの登録
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■満期日までの借用金額で

作成されています。

■第二種奨学金の方
【返還の条件（目安）】につ
いて

→上限利率の年3.0％で算出

※返還確認票の左下に、直近の

利率で算出された返還金額が

載っています。

あくまでも参考情報ですので、

実際の返還利率は貸与終了
後ご自身で確認してください。

返還確認票の借用金額について
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■利率算定方法 →貸与終了者はできません

★利率固定方式

★利率見直し方式

※１２月４日（月）までに「第二種奨学金
『利率の算定方法』変更届」を学生生
活課へ提出することで変更可能です。

→届出には、本人署名 ＋

人的保証の場合は、連帯保証人・保証人の

署名・押印・印鑑登録証明書がそれぞれ必要

利率の算定方法の変更について
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奨学金の返還は、口座振替（引落し）により行いますので、

口座振替（リレー口座）加入が必要です。

11月24日（金）までに必ず加入手続きをしてください。

加入手続きは下記の2通りです。

①スカラネット・パーソナルからの申込

・奨学生本人名義の口座についてのみ申込可能です。

・パソコンやスマートフォンから申込可能です。

・スカラネット・パーソナルにログインし、各種手続画面の

「2.振替口座（リレー口座）登録・変更手続」で手続き

してください。

リレー口座の加入について
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②「口座振替（リレー口座）加入申込書」での申込

以下の場合はスカラネット・パーソナルで手続きでき

ませんので、「返還のてびき【ダイジェスト版】」に

挟み込まれている『リレー口座加入申込書』を持って

金融機関へ行き、手続きを行ってください。

・申し込みたい口座が、スカラネット・パーソナルで申込み

できない金融機関の口座である場合

・奨学生本人名義以外の口座（家族の口座など）からの

返還を希望する場合

リレー口座の加入について
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『返還のてびき』 P.30～ 参照

振替処理ができない状態が続くと、

債権回収会社から督促が行われます。

→本人はもちろん、連帯保証人・保証人へも督促が。

■3ヶ月以上返還を延滞した場合、

個人信用情報機関
へ個人情報が登録されます。

奨学金返還が延滞した場合の措置
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『返還のてびき』 P.24～27

経済困難、失業、傷病、災害等の理由により
当初定めた割賦額での返還は困難だが、
1/2もしくは1/3に減額すれば返還が可能な場
合に「減額返還」を願い出ることができます。
※返還月額は減額となりますが、返還期間が延長される
ため、返還総額が変わるわけではありません。

また、経済困難等の事情により返還が困難に
なった場合は、「返還期限猶予」を願出るこ
とができます。

返還が困難になった場合の救済制度
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スカラネット・パーソナルから申し込んでください。

※第二種の貸与者・・・在学中に繰上げで返還した分には
利息はかかりません。「てびきP.36」を参照し、2月中旬
以降、3月上旬までに手続きをしてください。

※リレー口座の加入手続きが完了していなければ、繰上
返還の手続きはできません。

※スカラネット・パーソナルが利用できない場合は、郵送
で申し込んでください。詳細は機構のウェブサイトを参
照してください。

繰上返還・一括返還について（てびきP.36）
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大学を通さず、日本学生支援機構と直接やりとり

『返還のてびき』裏表紙のナビダイヤルで連絡

→問い合わせには奨学生番号が必要です。

※返還確認票の内容に変更が生じた場合（住所
変更など）は必ず日本学生支援機構へ届け出
てください。

卒業後の奨学金に関する問い合わせ
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（来年度4月に）

スカラネット・パーソナルから

「在学猶予願」を提出してください。
※返還のてびきP.23を参照

※留年の場合、在学届は一年間のみ有効。

※他大学院進学者は進学先の奨学金担当

部署の指示に従うこと。

引き続き在学する方へ（大学院進学・留年など）
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大学院生で第一種奨学金貸与者のみ
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以後のスライドでは返還免除制度についての
説明をします。該当の方は、参照してください。



大学院生で第一種奨学金貸与者のみ
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特に優れた業績による返還免除について

配付プリント・「返還のてびき」P.29

※大学院において第一種奨学金の貸与を
受けた学生で、貸与期間中に優れた業績
を挙げたと日本学生支援機構が認定した
場合に、奨学金の全額またはその一部の
返還が免除される制度



特に優れた業績による返還免除
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対象者：「2023年度中に貸与終了する者」

貸与終了時の在学している課程で特に優れ
た業績を挙げたことが必要です。

今年度で貸与が満期となる人だけではなく、
今年度中に奨学金を辞退した人も対象。



特に優れた業績による返還免除
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前期課程 後期課程 専門職学位課程

制度対象者 １９４ １２ １７

申 請 者 １１８ ９ ８

認定者

全額免除 ２０ ２ ２

半額免除 ３９ ３ ３

合計 ５９ ５ ５

2022年度の認定結果



特に優れた業績による返還免除
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具体的な評価項目は日本学生支援機構 貸与奨学規
程第47条第3項に記載されています。

★本学では、各研究科で選考細則を設けており、
その基準によって推薦者を決定しています。

申請を希望する人は、自分が所属する研究科の
選考細則を必ず確認してください。

選考細則は11月10日から学生生活課の窓口および
研究科事務室で閲覧が可能です。

選考に関しては各研究科に
問い合わせてください。



特に優れた業績による返還免除
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申請に関する手続き日程は「業績優秀者返還免除申
請のご案内」を参照してください。

★申請書受付期間は１２月２２日～１月１２日
（事務室開室日に限ります）事後申請は受け付けません。
注意してください。
申請書類は、１２月２２日（予定）以降、同志社大学
ウェブサイトからダウンロード・印刷して準備して
いただきます。

■特に優れた業績を証明する資料として修士論文
を提出する場合、修士論文の提出期間は申請書
とは別途指定されています。



特に優れた業績による返還免除
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申請後の日程

★ 4月下旬・・・
大学から日本学生支援機構への推薦者が決定
※推薦の可否は、申請者全員へ郵送します。

★ 7月下旬・・・
日本学生支援機構から本人宛に直接郵送で
結果通知



特に優れた業績による返還免除
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「業績優秀者返還免除事前登録書」の
提出について

第一種奨学金貸与者は、全員
提出（郵送可）してください。

提出締切：１１月２４日（金）

※申請を迷っている人は、「申請する
予定です」に○をしてください。


